
戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓
地
と
追
悼

|
|
台
湾
の
場
合
|
|

重量

〔抄戦
前
日
本
国
家
が
全
国
に
設
置
し
て
い
た
軍
用
墓
地
の
調
査
・
研
究
を
ふ
ま

え
、
戦
後
ア
ジ
ア
の
国
民
国
家
が
ど
の
よ
う
な
軍
用
墓
地
を
作
り
、
追
悼
惜

礼
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
を
今
後
調
査
し
て
い
く
。
今
回
の
報
告
は
、
台
湾

日
戦
後
「
中
華
民
国
」
で
の
調
査
を
ま
と
め
、
東
ア
ジ
ア
型
国
家
追
悼
形
式

は

め

じ

一
九
四
五
年
ま
で
の
日
本
国
家
が
、
兵
役
従
事
者
の
た
め
に
創
設
し

た
軍
用
墓
地
、
具
体
的
に
は
陸
軍
埋
葬
地
(
の
ち
に
陸
軍
墓
地
)
、
海
軍
埋
葬
地

(
の
ち
に
海
軍
葬
儀
場
)
を
、
現
地
調
査
と
制
度
史
の
両
面
か
ら
調
べ
て
い
く
こ

と
を
、
ニ
ヲ
ニ

O
年
ほ
ど
続
け
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
戦
没
者
を
含
め
て
兵
役
従
事
者
た
ち
の
追
悼
に
関
す
る
幾
つ
か
の

提
言
を
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ
で
は
、
戦
前
と
戦
後
を
つ
な
ぐ
視
点
を

持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
今
度
は
横
に
広
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に

筆
者
は
、

文
学
部
論
集

第
八
七
号
{
二

O
O三
年
三
月
)

原

田

敬

と
い
う
概
念
を
提
出
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

軍
用
墓
地
、
忠
烈
調
、
軍
人
公
墓
、
追
悼
、
台
湾

な
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、
横
浜
市
に
あ
る
英
連
邦
軍
基
地
の
調
査
で
あ
る
。
二

O

0
0年
一
一
月
の
岡
山
o
g
g官
2
2
0白
山
、
に
あ
た
る
日
の
調
査
は
刺
激
的
で
あ
っ

た
。
大
英
帝
国
の
軍
用
墓
地
が
「
極
東
」
の
日
本
に
も
あ
る
と
い
う
事
実
の
他
、

参
加
し
た
追
悼
儀
礼
も
、
宗
教
の
あ
り
方
や
政
教
分
離
な
ど
を
考
え
る
上
で
大
き

な
材
料
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
ニ

O
O
一
年
産
か
ら
「
軍
用
墓
地
と
追
悼
|
|
日

本
と
イ
ギ
リ
ス
の
比
較
」
を
研
究
テ

1
マ
と
し
(
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
、
二

O
O
一
1
二
O
O三
年
度
)
、
調
査
に
出
か
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
昨
年
九
月

の
事
件
以
来
の
状
況
か
ら
、
ま
ず
ア
ジ
ア
の
戦
後
国
民
国
家
の
軍
用
基
地
を
調
査

す
る
こ
と
に
し
た
。
二

O
O二
年
二
月
に
行
っ
た
韓
国
調
査
(
偽
教
大
学
総
合
研



戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓
地
と
追
悼
(
原
田
敬
二

究
所
青
山
忠
正
班
の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
『
悌
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
に
報

告
論
文
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
)
、
二
月
か
ら
三
月
に
行
っ
た
台
湾
調
査
と
二
カ

国
は
ひ
と
ま
ず
終
え
た
。
八
月
に
ア
メ
リ
カ
合
州
国
の
調
査
も
行
っ
た
の
で
、
来

年
度
は
い
よ
い
よ
U
K
の
調
査
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ら
を
考
察
分
析
す
る
上
で
、
ま
ず
台
湾
の
調
査
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

管
見
の
限
り
で
は
、
戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓
地
の
歴
史
と
現
状
を
分
析
し
た
論
考

は
存
在
し
な
い
(
少
な
く
と
も
日
本
語
で
は
)
。
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
の
調
査
の
折

り
、
大
学
の
教
員
が
調
査
に
来
た
の
は
初
め
て
だ
と
驚
か
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
ほ

と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

一
九
四
九
年
毛
沢
東
ら
に
敗
北
し
た
蒋
介
石
軍
は
、
大
挙
し
て
台
湾
に
移
り
、

以
後
五

O
年
以
上
台
湾
を
「
中
華
民
国
」
政
府
の
拠
点
地
域
と
し
て
支
配
を
続
け

て
い
る
。
こ
こ
を
正
式
の
国
家
の
支
配
地
と
見
な
す
こ
と
は
、
「
二
つ
の
国
家
」

を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
国
際
通
念
に
も
反
す
る
。
筆
者
は
、
中
国
人
民

を
代
表
す
る
の
は
中
華
人
民
共
和
国
だ
と
一
貫
し
て
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

台
湾
と
い
う
地
域
を
「
国
家
」
の
名
の
下
に
支
配
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

か
な
る
「
追
悼
」
や
「
顕
彰
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
に
限
っ
て
、

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。
本
稿
は
、
戦
後
「
中
華
民
国
」
と
い
う
枠
組
み
に

よ
っ
て
こ
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
調
査
・
分
析
し
た
中
間
報
告
で
あ
る
。

第
一
章

忠
烈
聞
に
お
け
る
追
悼
儀
礼

「
忠
烈
嗣
」
の
意
義

「
忠
烈
洞
」
と
い
う
追
悼
施
設
が
、
現
在
の
台
湾
各
地
に
存
在
し
て
い
る
。

H

P
で
調
べ
る
と
、
台
北
市
、
桃
園
市
、
台
中
市
、
花
蓮
市
、
台
南
市
、
嘉
義
市
、

な
ど
台
湾
各
地
の
都
市
に
あ
る
。
台
中
市
の
H
P
で
の
説
明
は
、

国
家
と
民
族
の
た
め
に
献
身
し
た
英
霊
を
供
奉
し
て
い
る

場
所
と
あ
る
。
花
蓮
市
の
忠
烈
洞
は
、
や
は
り
H
P
に
よ
れ
ば
、

忠
烈
嗣
は
美
衛
山
の
南
側
山
麓
に
あ
り
、
鄭
成
功
、
劉
永
福
、
丘
逢
甲
ら
の

先
烈
を
祭
る
。
正
殿
は
黄
色
い
瓦
に
朱
塗
り
の
壁
、
荘
厳
で
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
三
人
を
「
先
烈
」
と
し
て
杷
る
と
い
う
。
鄭
成
功
は
、
浄
瑠
璃
の

「
国
姓
爺
合
戦
」
で
も
知
ら
れ
た
、
明
末
清
初
の
武
将
。
劉
永
福
は
、
清
末
の
軍

人
で
、
黒
旗
軍
を
率
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
軍
と
ベ
ト
ナ
ム
で
戦
い
、
日
清
戦
争
後
の

台
湾
へ
の
日
本
進
出
に
対
し
て
も
抵
抗
し
た
。
郎
逢
甲
は
、
台
湾
の
挙
人
で
、
日

清
戦
争
後
台
湾
民
主
国
を
た
て
、
副
総
統
兼
全
台
義
軍
統
領
(
総
統
は
台
湾
巡
撫

唐
景
桜
)
と
し
て
抵
抗
し
た
。
い
ず
れ
も
台
湾
の
歴
史
に
不
可
欠
の
英
雄
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
人
を
-
杷
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
未
調
査
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
台
中

市
の
忠
烈
洞
と
祭
杷
対
象
は
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
忠
烈
洞
」
は
、
誰
を
杷
り
、
何
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
る
の
か
。
そ
の
祭
杷
に

関
し
て
は
、
「
忠
烈
嗣
杷
解
法
」
が
一
九
六
九
(
民
国
五
八
)
年
七
月
二
五
日
に

制
定
さ
れ
て
い
る
(
一
九
九
八
|
民
国
八
七
年
四
月
八
日
、
一
九
九
九
|
民
国
八

八
年
一
二
月
二
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
た
)
。
条
文
を
翻
訳
・
要
約
し
て
考

え
て
み
よ
う
。
第
一
章
総
則
は
、

忠
烈
調
、
紀
念
坊
、
碑
の
設
立
・
保
管
・
入
杷
順
序
や
儀
式
は
、

第
一
条

本
法
に
基
づ
く
。

と
あ
っ
て
、
「
忠
烈
洞
、
・
紀
念
坊
、
紀
念
碑
」
の
設
立
根
拠
は
本
法
で
あ
る
と
う

た
っ
て
い
る
。
第
二
章
は
「
入
杷
事
績
」
で
、
祭
杷
の
対
象
者
を
三
ヶ
条
に
わ
た

っ
て
規
定
し
て
い
る
。



第

条

殉
職
官
兵
の
左
記
の
事
績
の
あ
る
者
は
忠
烈
洞
に
入
り
、
紀
念
碑

及
び
紀
念
坊
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
戦
障
の
功
の
あ
る
士
卒

回
戦
闘
で
負
傷
死
し
た
者

三
忠
勇
特
に
著
し
き
者

五
そ
の
他
の
忠
烈
行
為
の
資
格
あ
る

ニ
殊
勲
者

者

殉
職
警
官
・
義
勇
警
察
・
民
防
人
員
・
消
防
人
員
・
義
勇
消

防
人
員
、
あ
る
い
は
そ
の
他
法
令
に
基
づ
い
て
公
務
に
従
事
し
た

人
員
、
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
職
務
を
遂
行
し
た
者
、
そ
の
他

忠
烈
事
績
を
有
す
る
者
は
忠
烈
調
に
入
り
、
紀
念
碑
・
紀
念
坊
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
の
一

第
三
条

殉
難
人
民
の
左
記
の
事
績
を
有
す
る
者
は
忠
烈
洞
に
入
り
、
紀
念

碑
・
紀
念
坊
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
一
敵
の
重
要
な
情
報
を
掴
ん
だ
者
二
民
衆
を
組
織
し
軍
隊
活
動

を
助
け
、
軍
隊
命
令
を
執
行
し
た
者
三
敵
の
幹
部
を
倒
し
た
者

四
敵
方
の
重
要
交
通
路
線
を
破
壊
し
た
者
五
敵
方
の
工
場
・
倉

庫
・
重
要
な
軍
事
物
資
を
破
壊
し
た
者
六
敵
方
の
ス
パ
イ
組
織

を
破
壊
し
た
者
七
捕
虜
に
な
っ
て
も
屈
し
な
か
っ
た
者
八
救

護
作
戦
官
民
者
九
忠
貞
な
事
績
が
顕
著
な
者

こ
の
規
定
は
、
軍
人
(
第
二
条
)
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
人
民
も
祭
肥
を
行
う

と
規
定
し
て
い
る
。
一
九
六
九
年
制
定
以
後
の
修
正
過
程
は
不
明
だ
が
、
条
数
の

変
則
的
な
こ
と
か
ら
考
え
て
、
軍
人
(
第
二
条
)
と
人
民
(
第
三
条
)
が
ま
ず
規

定
き
れ
、
軍
人
に
準
じ
る
普
官
や
消
防
士
な
ど
の
祭
杷
規
定
(
第
二
条
の
こ
が

あ
と
か
ら
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
こ
の
三
ヶ
条
に
よ
っ

文
学
部
論
集

第
八
七
号
(
ニ

O
O三
年
三
月
)

て
、
総
じ
て
国
家
へ
の
「
忠
烈
行
為
」
の
あ
っ
た
者
は
皆
寸
忠
烈
嗣
」
で
祭
杷
を

行
う
と
と
に
な
っ
た
。
本
法
の
制
定
さ
れ
る
一
九
六
九
年
以
前
の
祭
杷
が
ど
う
な

っ
て
い
た
の
か
は
、
後
考
を
待
ち
た
い
。

第
一
条
か
ら
第
三
条
に
規
定
さ
れ
た
国
家
へ
の
「
忠
烈
」
者
た
ち
を
ど
こ
で
祭

る
の
か
、
な
ど
は
「
第
四
章
設
立
及
保
管
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
八
条
忠
烈
嗣
は
直
轄
市
、
県
〈
市
)
政
府
所
在
地
に
設
け
、
紀
念
坊
や

紀
念
碑
は
事
績
を
遺
し
た
地
、
殉
難
地
、
原
籍
地
に
建
立
す
る
。

中
央
政
府
所
在
地
の
首
都
は
首
都
忠
烈
嗣
を
建
立
し
、
専
門
の
洞

・
坊
・
碑
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
忠
烈
澗
」
は
、
直
轄
市
の
ほ
か
県
政
府
や
市
政
府
の
所
在
地
に
設
け
る
が
、
紀

念
坊
や
紀
念
碑
は
関
係
す
る
場
所
に
建
立
す
る
規
定
で
あ
る
。
な
か
で
も
「
首

都
」
台
北
市
の
忠
烈
洞
は
特
別
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
第
八
条
か
ら
た
ち
現
れ
て

く
る
。
調
査
し
た
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
地
は
様
々
だ
っ
た
。
台
中
市
は
市

内
の
中
心
地
、
孔
子
廟
の
近
く
に
あ
っ
た
が
、
台
北
市
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
市

街
地
の
は
ず
れ
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
忠
烈
澗
は
調
査
し
て
い
な
い
が
、
市
街
地

の
は
ず
れ
で
、
追
悼
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
選
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

建
設
費
用
や
保
管
機
関
の
規
定
も
第
四
章
で
あ
る
。

第
九
条
忠
烈
洞
及
び
紀
念
坊
・
紀
念
碑
の
建
築
経
費
の
負
担
は
、
左
記
の

規
定
に
よ
る
。

第一

O
条

一
直
轄
市
・
県
(
市
)
は
地
方
政
府
が
支
出
す
る
。

烈
洞
及
び
専
門
の
嗣
・
坊
・
碑
は
国
庫
が
支
出
す
る
。

忠
烈
洞
の
建
立
・
保
管
経
費
は
予
算
に
組
み
込
む
こ
と
。

各
地
忠
烈
嗣
の
保
管
機
関
規
定
は
左
記
の
如
し
。

二
首
都
忠



戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓
地
と
追
悼
(
原
田
敬
二

一
首
都
忠
烈
澗
は
内
政
部

二
直
轄
市
忠
烈
嗣
は
直
轄
市
政
府
民
政
局

三
県
(
市
)
忠
烈
嗣
は
県
(
市
)
政
府

首
都
忠
烈
詞
と
特
定
の
嗣
・
坊
・
碑
は
国
庫
負
担
で
設
立
し
、
管
理
は
「
首
都
」

忠
烈
嗣
の
み
中
央
政
府
の
内
政
部
が
行
う
。
各
地
の
忠
烈
嗣
は
、
費
用
も
保
管
も

地
方
行
政
機
関
が
担
当
す
る
。

こ
の
章
に
は
、
忠
烈
嗣
に
陳
列
す
る
も
の
の
規
定
も
置
か
れ
て
い
る
が
、
祭
杷

の
中
心
と
な
る
べ
き
位
牌
(
中
国
語
で
は
牌
位
)
の
規
定
は
、
第
五
章
で
あ
る
。

忠
烈
嗣
は
左
記
の
物
品
を
徴
集
し
陳
列
す
る

第

条

一
烈
士
の
遺
像

二
烈
士
の
遺
著

三
烈
士
の
遺
物

四
烈
士
に
関
す
る
文
献

五
烈
士
に
関
す
る
撮
影
物

前
項
の
資
料
は
入
-
把
を
申
請
し
た
人
・
機
関
が
探
し
集
め
て
提

供
す
る
。

陳
列
物
は
、
人
物
写
真
の
ほ
か
、
著
作
・
遺
物
・
関
係
文
献
な
ど
多
様
な
も
の
が

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

2 

祭
杷
の
執
行
に
つ
い
て

崇
敬
の
中
心
と
な
る
位
牌
(
牌
位
)

条
)
を
検
討
し
よ
う
。

の
規
定
「
第
五
章

烈
士
牌
位
L

(

一
ケ

第
一
五
条

烈
士
の
位
牌
の
様
式
と
尺
度
は
左
の
如
し

一
位
牌
は
一
律
に
青
い
底
に
金
字
、
周
囲
に
花
の
紋
、
上
に
額

を
加
え
、
下
に
座
を
設
け
る
。

二
位
牌
は
真
ん
中
に
ま
っ
す
ぐ
烈
士
の
姓
名
を
書
き
、
肩
書
き

四

あ
る
者
は
肩
書
き
を
加
え
、
左
に
年
齢
と
所
属
、
右
に
殉
難
理

由
を
書
く
。

三
位
牌
の
長
さ
は
二
四
セ
ン
チ
、
幅
は
七
セ
ン
チ
、
両
辺
の
幅

は
五
セ
ン
チ
、
額
高
は
七
セ
ン
チ
、
座
高
七
・
五
セ
ン
チ
、
座

の
幅
一
五
セ
ン
チ
、
座
の
長
さ
九
セ
ン
チ
。

位
牌
そ
の
も
の
は
、
高
さ
二
四
セ
ン
チ
幅
七
セ
ン
チ
な
ど
の
規
定
が
あ
る
が
、

階
級
や
所
属
、
殉
難
理
由
な
ど
で
差
を
設
け
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
金
字
や
花

紋
な
ど
を
二
律
L

の
も
の
と
し
人
に
よ
る
個
性
化
も
認
め
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
位
牌
を
忠
烈
嗣
に
祭
る
場
合
は
、
そ
れ
な
り
の
権
威
あ
る
儀
式
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
「
第
六
章

第
二
ハ
条

入
記
儀
式
及
公
祭
」
の
規
定
で
あ
る

烈
士
の
入
杷
は
、
該
当
の
忠
烈
洞
保
管
機
関
が
先
に
位
牌
を
作

り
、
当
地
の
機
関
・
団
体
・
学
校
の
人
を
指
定
地
点
に
集
合
さ

せ
る
よ
う
通
知
し
、
入
杷
す
る
。

多
数
の
人
記
者
が
い
る
場
合
は
、
同
時
に
入
-
杷
儀
式
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

第
一
七
条

位
牌
の
入
-
組
の
行
列
は
先
の
ご
と
し
。

一
国
旗
二
横
に
長
い
白
い
布
(
殉
職
殉
難
烈
士
入
杷
典
礼
と

六
烈
士
の
遺
族

四
儀
伎
隊

七
各
機
関
・
団
体
・
学
校
の
代
表

五
位
牌

書
く
)

楽
隊

第
一
八
条

儀
位
隊
進
行
時
は
銃
口
は
下
に
向
け
る
。
楽
隊
が
な
い
も
の
は

太
鼓
や
刷
帆
、
そ
の
他
音
楽
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
加
人
員
は
民
衆
団
体
を
除
い
て
、
皆
制
服
を
着
る
。

位
牌
が
通
る
時
は
軍
警
は
最
敬
礼
を
行
う
。
車
両
及
び
通
行
人

第
一
九
条



第
二

O
条

第

条

第

条

第
二
三
条

は
停
止
す
る
。
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
者
は
脱
帽
し
、

か
ぶ
っ

て
い
な
い
者
は
注
目
す
る
。

位
牌
が
忠
烈
一
刺
に
着
い
た
ら
、
典
礼
を
行
う
。
そ
の
次
第
は
左

記
の
如
し
。

一
典
礼
開
始

二
全
体
起
立

三
主
祭
着
席

四
陪
祭
着
席

六
線
香
を
供
え
る

九
烈
士
の
位
牌
に
向
か
っ
て
三
礼

一
一
主
席
が
烈
士
忠
烈
の
殉
難
事
績
を
報
告

五
哀
悼
の
音
楽
を
奏
す

文
を
読
む

七
献
花

J¥ 
祭

一O
黙
祷

一
二
音
楽
を
奏

す
る

一
三
典
礼
終
了

主
祭
は
本
法
第
二
四
条
の
規
定
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

烈
士
入
杷
の
日
は
当
地
の
機
関
・
団
体
・
学
校
及
び
商
工
団
体

は
皆
国
旗
を
掲
げ
る
こ
と
。

烈
士
入
杷
の
日
は
各
関
係
機
闘
が
そ
の
家
族
を
慰
問
し
、
意
義

を
伝
え
、
烈
士
の
遺
物
を
展
覧
す
る
。

紀
念
坊
・
紀
念
碑
の
落
成
儀
式
は
、
本
法
第
二

O
条
の
規
定
に

よ
り
行
う
。

以
上
の
よ
う
に
地
域
か
ら
多
数
の
人
を
集
め
る
べ
き
こ
と
(
第
一
六
条
)
、

行
列
(
第
一
七
条
)
と
式
次
第
(
第
二

O
条
て
制
服
着
用
(
第
一
八
条
)
、

位
牌
へ
の
敬
意
表
明
(
第
一
九
条
)
、
国
旗
に
よ
る
敬
意
の
表
明
(
第
二
一

条
)
な
ど
、
威
儀
を
正
し
く
す
る
た
め
の
細
か
い
規
定
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
忠
烈
詞
だ
け
で
な
く
紀
念
坊
・
紀
念
碑
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
る
(
第
二

三
条
)
。

第
二
四
条

各
地
忠
烈
嗣
は
、
毎
年
三
月
二
九
日
及
び
九
月
三
日
に
公
祭
礼

文
学
部
論
集

第
八
七
号
(
二

O
O三
年
三
月
}

節
に
よ
っ
て
公
祭
を
行
う
。
首
都
忠
烈
調
は
、
総
統
が
主
祭
と

な
り
、
置
轄
市
忠
烈
洞
は
市
長
が
主
祭
と
な
り
、
県
(
市
)
忠

烈
澗
は
県
(
市
)
長
が
主
祭
と
な
る
。
各
地
の
各
機
関
・
団
体

は
構
成
員
を
参
加
さ
せ
る
。

第
二
四
条
の
一
本
法
修
正
施
行
前
に
既
に
殉
職
し
て
い
る
警
察
・
義
勇
警

察
・
民
坊
人
員
・
消
防
人
員
・
義
勇
消
防
人
員
あ
る
い
は
そ
の

他
法
令
に
よ
っ
て
公
務
に
従
事
し
て
い
る
人
員
の
第
二
条
の
一

に
符
合
す
る
者
は
本
法
の
規
定
に
よ
っ
て
忠
烈
嗣
に
入
り
、
紀

念
碑
・
紀
念
坊
を
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
四
条
は
、
公
祭
の
執
行
日
を
毎
年
三
月
二
九
日
と
、
軍
人
の
日
で
あ
る
九

月
三
日
と
定
め
、
全
国
で
一
斉
に
追
悼
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で

寸
首
都
」
台
北
市
の
忠
烈
澗
の
特
殊
性
が
一
挙
に
現
れ
る
。
主
祭
と
な
る
人
物
が

国
家
の
総
統
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
の
地
域
は
市
長
・
県
長
が
主
祭

で
あ
る
が
、
台
北
市
の
み
は
国
家
の
代
表
が
主
祭
と
な
る
。
そ
こ
で
「
首
都
」
台

北
市
の
忠
烈
嗣
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

3 

「
首
都
」
台
北
市
の
忠
烈
胴

「
首
都
」
台
北
市
に
あ
る
「
忠
烈
桐
」
は
、
観
光
客
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
守
っ
て
い
る
衛
兵
の
交
代
式
が
、
儀
式
張
っ
た
様
子
で
、
ま
る
で
お

も
ち
ゃ
の
兵
隊
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
の
が
観
光
名
物
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
台
湾
の
観
光
客
は
必
ず
こ
こ
を
訪
れ
、
観
光
宣
伝
も
こ
こ
を
は
ず
す

こ
と
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
合
州
圃
・
ワ
シ
ン
ト
ン
特
別
区
に
あ
る
ア

l
リ
ン
ト
ン

国
立
墓
地
で
も
、
「
無
名
戦
士
の
墓
」
の
衛
兵
交
代
が
観
光
客
の
見
物
に
な
っ
て

五



戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓
地
と
追
悼
(
原
因
敬
二

お
り
、

そ
れ
に
学
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
台
北
市
の
衛
兵
交
代
は
、
そ
れ

が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
人
々
は
離
れ
て
観
光
パ
ス
で
去
っ
て
い
く
。
忠
烈
嗣
の
展
示

春
秋
に
は
国
家
元
首
が
文
武
百
官
を
従
え
て
、
こ
こ
で
祭
り
を
行
う
。

O 

物
を
拝
観
し
て
い
る
観
光
客
は
そ
う
多
く
な
い
。

ム
ノ、

月
国
慶
節
の
時
に
は
、
帰
国
し
た
華
僑
た
ち
の
必
ず
参
拝
す
る
地
と
な
っ
て

い
る
。
忠
烈
嗣
は
、
毎
時
間
衛
兵
交
代
の
儀
式
を
行
い
、

と
述
べ
て
お
り
、
全
体
の
雰
囲
気
が
つ
か
め
る
。

忠
烈
嗣
は
、
台
北
市
の
北
部
、
台
北
駅
か
ら
四
キ
ロ
ほ
ど
北
上
し
た
基
隆
河
の

北
岸
に
あ
る
。
す
ぐ
西
に
あ
る
園
山
大
飯
店
は
、
日
本
占
領
期
に
台
湾
神
宮
が
あ

一
見
の
価
値
あ
り
。

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
忠
烈
嗣
は
、
か
つ
て
台
湾
護
国
神
社
が
あ
っ
た
跡
地
に
創

建
さ
れ
た
。
基
隆
河
の
南
部
は
、
都
市
化
し
た
台
北
市
の
市
街
地
中
心
で
あ
り
、

そ
れ
を
北
に
わ
た
っ
た
こ
の
地
域
が
、
日
本
占
領
期
か
ら
追
悼
の
空
間
と
し
て
設

文
中
の
「
烈
士
た
ち
の
成
仁
取
義
の
お
お
い
な
る
恐
れ
る
事
な
き
精
神
」
は
、

建
造
物
と
し
て
は
、
区
域
全
体
の
入
り
口
の
門
柱
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
写
真
⑦
は

台
北
市
、
写
真
③
は
台
中
市
の
忠
烈
嗣
の
そ
れ
ぞ
れ
の
門
柱
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

右
に
「
成
仁
」
、
左
に
「
取
義
」
の
文
字
を
掲
げ
、
儒
教
的
精
神
を
強
調
し
て
い

る。

定
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
戦
後
「
中
華
民
国
」
も
踏
襲
し
た
と
言
え
よ
う
。
空
間

「
忠
烈
嗣
」
は
、
追
悼
の
空
間
と
し
て
威
厳
と
静
粛
が
求
め
ら
れ
る
。
台
中
忠

構
成
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
追
悼
空
間
の
踏
襲
が
採

用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
植
民
地
時
代
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う

問
題
と
は
別
個
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

H
P
に
よ
れ
ば
、

忠
烈
嗣
は
台
北
固
山
付
近
の
北
安
路
上
に
位
置
し
、
背
後
に
青
山

を
控
え
、
前
方
に
基
隆
河
を
臨
む
。
民
国
五
八
年
に
落
成
し
、
広

大
に
し
て
、
建
築
は
荘
厳
偉
大
、
豪
壮
華
麗
で
明
の
宮
殿
建
築
を

模
し
て
お
り
、
主
殿
は
北
京
太
和
殿
の
雰
囲
気
を
備
え
て
い
る
。

忠
烈
嗣
内
は
歴
年
の
忠
勇
烈
士
の
位
牌
、
建
国
史
跡
の
写
真
を
祭

っ
て
お
り
、
烈
士
た
ち
の
成
仁
取
義
の
お
お
い
な
る
恐
れ
る
事
な

き
精
神
を
象
徴
し
て
い
る
。
中
華
民
国
成
立
前
の
革
命
烈
士
か
ら

抗
日
戦
争
及
び
国
共
内
戦
の
聞
に
犠
牲
に
な
っ
た
三
三
万
将
士
官

兵
は
み
な
こ
こ
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
忠
烈
洞
の
四
方
を
囲
む
一
万

余
坪
の
草
地
は
、
山
々
に
固
ま
れ
て
一
種
の
厳
粛
な
雰
囲
気
を
醸

し
だ
し
、
建
築
物
の
荘
厳
さ
を
さ
ら
に
引
き
立
て
て
い
る
。
毎
年

忠烈嗣(台北市)

写真② 忠烈嗣(台中市)

写真①



烈
洞
の
門
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た
「
台
湾
省
台
中
忠
烈
嗣
参
心
得
」
は
、
次
の
よ

う
に
示
し
て
い
る
。

一
、
両
内
に
入
る
際
に
は
必
ず
服
装
を
整
え
る
こ
と
。

二
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
入
ら
な
い
事

二
、
嗣
内
で
は
飲
食
遊
戯
を
し
な
い
事

四
、
煙
草
の
吸
殻
等
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
こ
と

五
、
疫
を
吐
い
た
り
立
小
便
を
し
な
い
こ
と

六
、
花
木
を
折
ら
な
い
こ
と

七
、
門
の
枠
や
窓
に
登
っ
た
り
、
欄
干
を
越
え
な
い
こ
と

八
、
商
品
を
売
っ
た
り
、
乞
食
行
為
を
し
な
い
こ
と

九
、
静
粛
に
し
て
騒
が
な
い
事

十
、
洞
内
の
壁
・
梁
・
柱
・
欄
干
・
樹
木
な
ど
に
張
り
紙
・
彫
刻
を
し
な
い
事

十
一
、
風
俗
を
乱
し
良
俗
を
損
な
う
行
為
を
し
な
い
事

十
二
、
烈
士
遺
族
が
参
拝
す
る
場
合
は
、
先
に
管
理
所
と
連
絡
す
る
事

十
三
、
参
観
人
数
が
多
数
の
場
合
は
、
分
か
れ
て
参
拝
す
る
事

十
四
、
祭
典
及
び
外
賓
献
花
の
折
は
参
観
を
停
止
す
る

威
厳
と
静
粛
を
維
持
す
る
た
め
に
、
細
か
い
禁
止
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で

ホ
り
ヲ
令
。

台
北
市
「
忠
烈
洞
」
は
、
北
京
に
あ
る
紫
禁
城
の
主
城
で
あ
る
太
和
殿
を
模
し

た
大
殿
が
あ
る
。
面
積
は
一
八
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
六

O
O坪
)
、
高
さ
二

六
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
き
な
建
築
物
で
あ
る
。
大
殿
中
に
は
中
心
に
「
国
民
革
命

烈
士
之
孟
位
」

の
位
牌
を
-
記
っ
た
「
神
棚
」
(
大
殿
入
り
口
の
日
本
語
説
明
文
に

よ
る
)
、
右
に
は
「
中
華
民
族
遠
祖
黄
之
霊
位
帝
」
の
位
牌
、
左
に
は
孫
文
の
写

文
学
部
論
集

第
八
七
号
(
二

O
O
一

F

一年
三
月
)

汽
(
が
肥
ら
れ
て
い
る
。
位
牌
は

象
徴
的
な
も
の
だ
が
、
大
殿
の

忠烈嗣(台北市)・霊標

左
右
に
は
別
の
建
物
と
し
て

「
文
烈
士
洞
」
、
「
武
烈
士
洞
」

が
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
文
官
武
官

の
位
牌
を
肥
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
大
き
な
特
徴
が
あ
る

写
真

③
)
。
先
に
検
討
し
た
「
忠
烈

写真③

洞
肥
耕
法
」
第
一
五
条
の
規
定

の
位
牌
が
こ
れ
ら
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
さ
な
戦
い

で
ま
と
め
ら
れ
て
並
べ
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
た
。

第
二
章

国
軍
忠
璽
塔
・
軍
人
公
墓
と
埋
葬

三
種
類
の
軍
人
埋
葬
地

追
悼
儀
礼
を
行
う
場
で
あ
る
「
忠
烈
嗣
」
に
対
し
て
、
実
際
に
軍
人
た
ち
の
埋

葬
を
行
う
場
が
、
台
湾
各
地
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
台
前
で
は
、

一
般
市
民
を
葬

る
墓
地
は
「
公
墓
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
大
き
な
都
市
で
は
数
多
く
設
け
ら
れ
て

い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
軍
人
公
墓
」
と
入
力
す
る
と
、
第
二
表
の
デ

l
タ

が
現
れ
た
。
国
府
軍
の
軍
人
が
葬
ら
れ
る
「
軍
人
公
墓
L

は
、
表
に
あ
る
よ
う
に
、

寸
国
軍
示
範
公
墓
」
、
「
国
軍
忠
霊
塔
」
、
「
軍
人
公
墓
」
の
三
種
類
に
分
か
れ
る
こ

(第
1
表)。

と
が
わ
か
っ
た
。
台
湾
各
地
に
合
計
二
ハ
ヶ
所
設
置
さ
れ
て
い
る

七



戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓
地
と
追
悼
(
原
田
敬
二

02 -26451992 
02 -22472959 
04-7254283 
07-3719850 
02 -27851687 
07 -6151245 
02 -26894924 
03-5257547 
04-6876674 
04-7242545 
06-5953594 
07-7318485 
06-9921302 
089-382111 
038-526331 
039-964610 

各地軍用墓地の住所と電話

台北市南港郵政九O五七号信箱

台北中和関通路三六七巷一七号

彰化市八卦山卦山路一一号

高雄県鳥松郷澄清湖

台北市南港区研究院路三段一三O号

高雄市燕巣郷深水路四巻八O号

台北県樹林鎮忠義街三五号

新竹市明湖路二四三巷二O号

台中県大甲鎮成功路八O号

彰化市宝山路一号

台南県関廟郷松?村

高雄県鳥松郷中正路一七七巷三号

移湖県湖西郷林投村二号

台東照卑南郷泰山村三九五号

花蓮県基地安郷福輿村?二号

蘇襖鎮望湖里要湖路-0一号

(典拠)HP r軍人公墓Jhttp://www.vac.gov.tw/dept1/1hi7.htmlの翻訳。

国軍示範公墓・忠霊塔・軍人公墓の関係第 l図

国軍高雄忠霊塔

高雄市軍人公墓

聯勤国軍示範公墓

国軍彰化忠霊塔

彰化県軍人公墓

第 1表

聯勤国軍示範公墓

国軍台北忠霊塔

国軍彰化忠霊塔

国軍高雄忠霊塔

台北市軍人公墓

高雄市憲人公墓

台北県軍人公墓

新竹軍人公墓

台中県憲人公墓

彰化県軍人公墓

台南県軍人公墓

高雄県軍人公墓

膨湖県軍人公墓

台東県軍人公墓

花蓮県軍人公墓

室蘭県軍人公墓

国軍台北忠霊塔

台北市軍人公墓

国
府
軍
の
係
員
に
尋
ね
る
と
、
最
も
格
の
高
い
の
が
「
聯
動
国
軍
示
範
公
墓
」

で
、
台
北
市
に
あ
る
一
ヶ
所
の
み
で
あ
る
。
次
ぐ
の
は
「
忠
霊
塔
」
、

「
軍
人
公
墓
」
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

え
』
〉
り
に

「
首
都
」
で
あ
る
台
北
市
に
は
、
別
格
の
「
聯
動
国
軍
示
範
公
墓
」
を
別
に
し

て
も
、
「
国
軍
台
北
忠
霊
塔
」
と
、
「
台
北
市
軍
人
公
墓
」
が
あ
り
、
近
く
の
行
政

区
域
に
は
「
台
北
県
軍
人
公
墓
」
が
あ
る
。

台北県軍人公墓
新竹軍人公墓

台中県軍人公墓
台南県軍人公墓
彰湖県軍人公墓
台東県軍人公墓

花遼県軍人公墓
宜蘭県軍人公墓

J¥ 

「
忠
霊
塔
」
を
持
つ
台
北
、
彰
化
、
高
雄
の
三
ヶ
所
に
は
、

い
ず
れ
も
「
軍
人
公
墓
」
も
設
置
さ
れ
て
お
り
(
彰
化
県
の

そ
れ
ぞ
れ
に
は
特
色
、
特

軍
人
公
墓
も
彰
化
市
に
あ
る
)
、

権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

一
六
ヶ
所

を
、
設
置
場
所
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
す
れ
ば
、
次
の
表

の
よ
う
に
な
る

(第
1
図)。

台
湾
全
土
に
ま
ん
べ
ん
な
く
軍
人
の
埋
葬
施
設
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
「
首
都
」
台
北
市
の

他
、
彰
化
、
高
雄
の

一
都
市
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
説
明
し
た
公
文
書
は
未
発
見
で
あ
る
が
、

「
忠
霊
塔
」
が
特
設
さ
れ
て
い
る
点
で
、
国
府
軍
の
歴
史
に

根
拠
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

軍
人
埋
葬
地
の
手
続
き

こ
う
し
た
施
設
へ
の
埋
葬
に
関
す
る
手
続
き
も
、
同
じ

H

P
か
ら
入
手
し
た
(
第
2
表
)
。
こ
の
規
定
で
は
、
「
国
軍
示

範
公
墓
」
と
「
国
軍
忠
霊
塔
」
は
「
聯
勤
」
が
管
理
し
、

「
軍
人
公
墓
」
は
県
政
府
か
市
政
府
、
地
方
行
政
団
体
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ

2 

軍
自
身
で
あ
り
、

て
い
る
。
「
聯
勤
」
は
、
国
軍
の
後
方
部
門
の
「
聯
合
勤
務
」
の
こ
と
だ
か
ら
、

そ
れ
だ
け
権
威
を
高
く
位
置
づ
け
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

「
国
軍
示
範
公
墓
」
は
勤
続
二

O
年
以
上
、
「
国
軍
忠
霊
塔
」
は
勤
続
一

O
年
以

上
、
「
軍
人
公
墓
」
は
所
定
の
兵
役
義
務
を
果
た
し
た
者
、
と
い
う
ふ
う
に
軍
へ

の
貢
献
度
で
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
勤
続
年
数
が
長
い
者
は
当
然
職
業
軍
人



軍人の埋葬地と規定

名称 責任単位 申請条件 申請書類

国軍 聯動軍墓管理処 ①現役期間に作戦、公務により死亡した場合 ①退職辞令

示範 引下戦中に、公務の負傷により死亡した場合 ②死亡証明書

公慕 ③生前に勲章を受けた者 ③除籍謄本

④満二O年以上服役したか、退役年金を受領している者 ④勲章証書又は退職年金交付証

文は20年以上勤務証明書

⑤申請人の及び国民身分証

国軍 聯勤総部 ①現役期間に作戦によるか公務で死亡した者 ①退職辞令謄本

忠霊 ②作戦中に、公務の負傷により死亡した者 (I死亡証明書

持5 cr生前に勲奨章を受けたか、満-0年以上服役した者 ③除籍謄本

④勲奨章証書謄本または満10年

以上勤務証明書

⑤申請書

軍人 各県(甫)政府 志願し法により退除役になった土官・下士官・兵の死亡者 ①退職辞令

公墓 ②死亡診断書

③埋葬申請書

④埋葬許可書

第 2表

文
学
部
論
集

第
八
七
号
(
二

O
O三
年
三
月
)

で
あ
り
、
下
士
官
、
将
校
か
ら
将
軍
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
戦
没
者
は
「
国

軍
示
範
公
墓
」
と
「
国
軍
忠
霊
塔
」
に
の
み
納
骨
な
い
し
埋
葬
で
き
る
わ
け
で
、

こ
の
点
で
も
こ
の
二
者
は
特
別
な
権
威
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
脅
え
よ
う
。

現
地
で
調
査
し
た
も
の
に
「
台
北
市
軍
人
公
墓
」
が
あ
る
。

H
P
で
寸
軍
人
公

墓
管
理
規
則
」
(
以
下
、
管
理
規
則
)
、
「
台
北
市
軍
人
公
墓
管
理
作
業
要
点
」
(
以

下
、
作
業
要
点
)
の
二
点
を
入
手
し
た
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
具
体
的
に
説
明

し
よ
う
。

一
九
八
三
(
民
国
七
二
)

「
軍
人
公
墓
管
理
規
則
」
は
、
中
央
法
令
で
あ
る
。

年
五
月
二
六
日
に
行
政
院
が
制
定
し
、
同
年
六
月
一

O
日
内
政
部
第
一
六
二
四
三

一
号
令
と
し
て
発
布
さ
れ
た
。
五
年
後
の
一
九
八
八
年
に
改
訂
さ
れ
、
内
政
部
第

五
八
六
三

O
一
号
令
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
七
章
三
四
条
か
ら
な
っ
て
い
る

第

3
表)。「

台
北
市
軍
人
公
墓
管
理
作
業
要
点
L

(

第
4
袈
)
は
ほ
ぼ
中
央
法
令
で
あ
る

「
軍
人
公
墓
管
理
規
則
」
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
市
政
府
の
作
成
し
た
文
章
だ
か

ら
な
の
か
、

や
や
異
な
っ
た
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
軍
人
だ
け
で
な
く
、

「
栄
民
」
も
埋
葬
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
「
軍
人
公
墓
」
は
、
箪
人
を
対
象
と

し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
一
般
墓
地
も
管
理
し
て
い
る
市
政
府
が
勝
手
に
拡
大
解
釈

(注)第 l表と同じHP

し
た
の
か
ど
う
か
、
今
後
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

軍
人
公
墓
は
、
埋
葬
地
H
墓
地
で
あ
る
が
、
そ
の
周
囲
に
は
追
悼
空
間
で
も
あ

る
こ
と
を
強
調
す
る
構
造
物
が
見
ら
れ
る
。
全
体
は
墓
地
公
園
と
軍
事
展
示
館
を

兼
ね
た
か
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
区
域
全
体
の
入
り
口
に
大
き
な
門

が
置
か
れ
て
い
る
。
調
査
し
た
「
彰
化
軍
人
公
墓
」
、
「
台
中
軍
人
公
墓
」
と
も
、

門
の
中
央
に
は
「
彰
化
軍
人
忠
霊
澗
」
、
「
台
中
軍
人
忠
霊
洞
」
と
あ
っ
た
。

九



第一章総則

第一条 軍人公墓の管理は、法律の規定の他はこの規則を適用する。

第二条軍人公墓の主管機関は、中央では内政部、地方では省(市)県(市)政府とする。

第三条省(市)県(市)の主管機関は、管理人員を派遣指揮し、軍人公墓を管理しなければならない。

第四条軍人公墓の建築は、公園・廟宇・霊塔の型式で規格される。

第五条 軍人公墓の埋葬は、土葬と遺骨埋葬の二種に区分される。土葬墓の使周年限は、地方民意機関の同意の後主管

機関によって規定する。使用年限の満三カ月前に、前の主管機関あるいは管理機構は、墓主に通知し、年限

満了以前に自ら拾骨し、納骨堂(塔)または他の納骨施設内に安置すること。墓穴は主管機関が回収する。

期間満了後も未処理であったり、遺族がない者は、主管機関が行政執行法の規定により代執行する。

第二章埋葬対象

第六条 死亡した現役軍人で、次の条件のーに合う者は軍人公墓に埋葬される。

一作戦死亡二公務死亡 三病死四意外な死亡

志願役で法により退除役した軍人の死亡者は、軍人公墓に埋葬することができる

退除役軍人死亡者で、国家に対し功勲があり陸・海・空軍勲章・奨章を受けた者に限り軍人公墓に土葬するこ

とができる。

第九条 第六条・第七条の軍人死亡者で、次の条件のーにある者は、軍人公墓に埋葬することはできない

一死刑に処された者二在監中死亡者三逃亡中死亡者 四自殺、但し自殺の原因が純正で、撫値された者は

此の限りにあらず

第三章申請順序

第一O条 退役軍人死亡者で軍人公墓に埋葬するために、所属単位を経て申請する者は、営級または相当単位を経て主

管機関に申請する。その手続きは以下。

一名簿(格式は付件ー) 二埋葬通知(格式は付件二)を持って軍人公墓に行き管理人員の指定する位置に

埋葬する

現役軍人死亡者で軍人公墓に埋葬するために、遺族か親友が主管機関に申請する者の手続きは以下。

一埋葬申請書(格式は付件三) 二死亡通知またはその他証明書 三埋葬通知書を持って軍人公墓に行き管

理人の指定で埋葬する。

退除役軍人死亡者で軍人公墓に埋葬する者の手続きは以下。

一行政院国軍退除役官兵輔導委員会(以下輔導会)所属の栄誉国民之家、栄民医院、栄民事業機構か栄民服

務機構から申請する場合の手続きは以下。

二遺族か親友が自ら埋葬を申請する者は、退除役令あるいは関係書類、埋(火)葬許可証を添え、そのほか

第一一条第一款・第三款によって処理する。

第一三条 死亡軍人の遺骸または遺骨は、申請手続き完了までは枢や遺骨を軍人公墓に運んではならない。

第一四条 死亡軍人を軍人公墓に埋葬した後、埋葬を移すなどは、申請者に主管機関から通知する

第四章管理

第一五条軍人公墓は地形状況により墓区を分割する。その区分原則は、功勲と陣(死)亡の性質で区分する。

第一六条 墓穴は墓号により編成する。その編成方法は、墓区に向かい、右から左へ、向こうから前へ、の順序で行う。

墓と墓の間隔と距離(図式付件四)は、地形の限界により変更できる。

土葬をするには、まず墓穴を開く。墓穴は長さ二メートル七0センチ、幅一メートルニ0センチ、深き七0
センチ。但し伝染病者は、棺を地面一メートル二0センチ以下に深く入れる。

第一八条碑を建てたり、墳墓を作る様式は付件五。

前項の規定により墓碑を設立する場合、質料は石板とし、陰文を刻み、紅字を塗る(規格付件六)。

死亡軍人の遺骨箱は納骨室に納める。遺骨架は統一の編号を付ける。順序は、第一排第一層の上角を第一号

とし、排按層により序排列を作る(遺骨架の格式は付件七)。納骨室(塔)が二箇以上あれば順序は別に分

ける。

遺骨箱は規定の格式により申請単位(人)が自ら準備する(規格は付件八)。

霊位碑は大型小型二種とする。大型は総霊碑位とし、小型は姓名霊位碑とする。霊位碑ごとに姓名四C位を

排列する(格式は付件九)。但し新たに軍人公墓を建てる場合、小霊位碑を設けることは出来ない。

第二二条 大型霊位碑は霊合中央に置く。小型霊位は埋葬の先後により、高層の中央から左右の排列により置き、最低

層までの順序で置く(格式は付件-0)
死亡の軍人の遺骸・遺骨は管理人員の指定する位置・号数に置き、規定の規格の埋葬を行う。申請人や申請

単位は任意の埋葬や位置などを要求しではならない。葬送事務は軍人公墓管理人員と協力して処理する。

死亡軍人の遺骸や遺骨は軍人公墓に埋葬した後、管理人員は左の事項を処理すること。

一申請名簿の記載資料を保管名簿に転記する(名簿の格式は付件一一)

二付件二の規定の葬送は直轄市兵役処または県市兵役科に通知する。

戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓
地
と
追
悼
(
原
田
敬
一
)

軍人公墓管理規則

第七条

第八条

第 3表

第一一条

第一二条

第一七条

第一九条

第二O条

第二一条

O 

第二三条

第二四条



軍人公墓の毎月葬送状況をまとめ月末に葬送月報を作成し、直轄市は兵役処に一部送り、県市は兵役科と省

兵役処に各一部送る(月報表の絡式は付件一二)

主管機関は死亡軍人の葬送について葬送登記簿(格式は付件一一)を調製し、申請名簿、証明文書などを装

丁して一冊とし、考査に備える。

第二七条 軍人公墓の施設・環境は、美観を保持し、主管機関は維持計画を訂正しつつ監督すること

第五章祭最E
第二八条 軍人公墓は春秋二祭とする。春祭は毎年三月二九日、秋祭は毎年九月三日に挙行する。

第二九条 春秋二回主管機関が主催して、直繕市市長、県(市)長を主祭、当地の軍警学校、社団遺族代表を陪祭、そ

の他の遺族等が参加する祭記を行う。

死亡軍人の元所属部隊・機関・学校、あるいは遺族・親友が軍人公墓霊堂で自ら追悼際を行う場合、軍人公

墓管理人員はそれに協力し、理由なく拒絶してはならない。

第六章経費

第三一条 軍人公募の必要経費は省市政府が予算を建てる。直轄市政府は自ら処塑し、省政府は予算により、軍人墓の

ある県市政府の使用に応じ分配する。県市政府も予算を立てこれに応ずる。

輔導会は退除役軍人の軍人公墓埋葬について、毎年維持補助費から軍人公墓の増加・改修・新建の経費の半

数を除くこと

第七章付則

第三三条 軍人公墓に関する事項は主管機関と現地の軍事機関が協力して処理すること

第三四条 本規則は発布の日より施行する。

第二五条

第二六条

第三O条

第三ニ条
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台北市軍人公墓管理作業要点第4表

一、台北市政府が、台北市軍人墓を管理する。

二、軍人公墓の管理は、法令の規定以外はこの作業要点で処理する。

三、主管機関は台北市政府、管理機関は台北市政府兵役処、執行機関は台北市軍人公墓管理所とする。

四、軍人公墓の埋葬は遺骨とする。もと土葬された墓はー0年聞を使用期限とし、満期一年前に骨の回収と仮埋葬を

行う。

五、現役軍人死亡者の埋葬申請は以下の通り。

所属部署の申請の場合、死亡通知の提出によって管理所で処理する。

遺族か親友の申請の場合、軍隊の死亡通知と申請人の国民身分証によって管理所で処理する。

六、栄民死亡者の埋葬申請は、死亡証明書・栄誉国民証(コピー)及び申請人の国民身分証の提出によって処理きれ

る。栄民機構が申請する場合も同じ。

七、埋葬の申請は、管理所が審査し、埋葬通知書を発行する。申請人は一ヶ月以内に処理しなければならない。

八、夫婦問葬を受け付げる。以下の場合がある。①夫婦の骨を同時に埋葬する。②現役軍人(栄民)の骨を埋葬した

後に、配偶者が申請して同葬する。③志願役の現役軍人(栄民)の配偶者が先に死亡しても、先に埋葬実施を申

請できる。

ただし、合法的配偶者一人に限る。

九、軍人公墓は、標準型の骨壷と瓶を準備し、無償で埋葬に供する。

-0、枢に骨董と瓶を埋葬し、高架に並べて番号を付け、被葬者の姓名を保証する。

一一、基を墓地に運んで埋葬するときは、軍人公墓の忠霊堂で簡単な葬儀を行う。

一二、管理所は被葬者の遺骸・骨を審査し、順序に従って位置・番号を指定し、規定規格によって埋葬か一時埋葬を行

う。申請人・申請部署は、場所を指定できない。埋葬事務は、管理所が人員を派遣し行う。

一三、申請手続きが完了するまで、骨讃を軍人公墓に運んではならない。遺骨の仮埋葬は、もと本公墓に埋葬されてい

た者に限る。

一四、遺骨を埋葬した後は、管理所は次の規定によっで処理す名。

埋葬通知書の記載を登録台帳に転載する。

毎月末に埋葬状況月報表を作成し、台北市政府兵役処及び関係部署に発送する。

一五、管理所は、審査された被葬者の仮埋葬について、登録表を作成し、申請名表証明文件などを作成管理すること。

一六、もと土葬されていた者は、ーO年以内に骨を骨査に収め、忠霊堂かその他の霊(納)骨堂(塔)に仮埋葬する。

その手続きは以下の通り。

l 管理所が八年目に、遺族に拾骨処理を行うよう通知。

2 遺族が処理をしない場合、翌年再通知を行い、 -0年固まで通知を行う。

3 -0年後になっても未処理の者或いは遺族のない者は、管理所が代行処理を行う。拾骨費用は、申請人か遺族

が負担する。
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ー七、祭殿は、陣中戦没者と特殊万J勲死亡者の公祭・春秋の祭花、来賓献花の場合のみ使用できるが、他は禁止する。

ー八、前項の祭配と献花の際、 管理所の執行Jべきこと。

l賃貸室の開放 2道に紋穫を敷く 3広場の両側に国旗・市旗を置く

4机に蝋燭・花・供え物・花輪を用意 5音楽隊・儀伎隊を招鴨

6式次第の指定 7その他の行政支援事項

一九、忠霊堂は遺族が家祭を実施するのに提供する。家祭礼儀は遺族の信仰する宗教で行い、祭品を準備する。

二O、管理所が仮埋葬を受け付りる時間

l 月曜日から金隔日:午前八時三O分から午後四時三O分

2 土曜日 :午前八時三O分から一二時

国定祝日と定例休日は受け付けない

忠霊堂祭記服務時聞は毎日午前八時三O分から午後四時三O分までとする。

二一、忠霊堂の祭犯は正面ホールで行うこ と。 骨董を机に移してはならない。祭拝終了後は祭品を撤収し、あらゆる冥

紙(物)は銀炉で焼却すること。

二二、被葬者が所以していた部隊・機関・学校・遺族あるいは親友が、軍人公基で自ら祭記を行う場合は、 管理所が鱗

助する。

二三、祭殿・忠盤堂以外の基闘は、常時開放し、市民の休暇活動に提供する。

二四、軍人公基の施設・環境は、保ii!5計画によって荘厳さ・清潔美化を維持すること。

二五、 J童図区滅内への屋台の娠入は固く 禁止する。

二六、 祭配に関する事項は、台北市に駐屯する軍事機関と協議し、協力実施すること。安全維持事項は、管区轡察後関

と協調して協力実施すること。

二七、要する経費は、 管理所の編成した予算から支援する。

彰
化
軍
人
忠
霊
嗣
の
場
合
(
写
真
④
)
、
門
に
向
か
っ
て
右
に
は
、

を
垂
る
)

軍
衛
国
家
己
樹
功
勲
垂
竹
吊
(
軍
は
同
家
を
衛
り
す
で
に
功
勲
を
樹
て
竹
吊

さ
ら
に
向
か
っ
て
左
に
は

春
秋
を
享
す
。
)

人
記
忠
骨
追
懐
義
勇
享
春
秋
(
人
は
忠
骨
を
記
り
追
っ
て
義
勇
を
懐
か
し
み

と
あ

っ
た
。
台
中
軍
人
忠
霊
嗣
の
場
合
は

写
真
⑤
)
、
門
性
は
四
本
で
、
向
か

っ
て
右
か
ら

鉄
砧
霊
山
安
忠
魂
(
鉄
砧
霊
山
は
忠
魂
を
安
ん
ず
)

百
戦
功
勲
昭
偉
烈
(
‘
白
戦
の
功
勲
は
偉
烈
を
昭
か
に
す
)

彰化軍人公墓・正門写真④

台中軍人公基・正門写真⑤



千
秋
雲
水
口
蒼
走
(
千
秋
の
雲
水
蒼
控
を
白
す
)

隔
瀧
遥
望
旧
故
郷
(
海
を
隔
て
遥
に
旧
故
郷
を
望
む
)

い
ず
れ
も
埋
葬
さ
れ
て
い
る
軍
人
の
死
の
意
味
を
高
め
る
文

と
書
か
れ
て
い
た
。

言
で
あ
る
。

3 

地
域
と
軍
人
公
墓

こ
う
し
た
軍
人
だ
け
の
墓
聞
が
社
会
か
ら
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る

か
、
興
味
深
い
テ

l
マ
で
あ
る
が
、
材
料
の
収
集
が
十
分
で
は
な
く
、
述
べ
る
こ

と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
一
つ
だ
け
、
や
は
り

H
P
で
入
手
し
た
新
聞
記
事
が

あ
り
、
関
連
す
る
の
で
引
用
し
て
お
き
た
い
。

2
0
0
1
年
2
月
2

0
日
「
華
訊
新
聞
網
」

南
港
軍
人
公
墓
霊
骨
塔
建
設
に
地
域
反
対

王
超
群
/
台
北
報
道

台
北
市
政
府
は
南
港
軍
人
公
墓
の
一
部
の
土
地
を
社
会
局
に
委
託
し
て
盤
骨

塔
を
建
て
る
こ
と
を
計
画
し
た
が
、
地
方
議
員
及
び
現
地
住
民
が
断
固
反
対
し

て
い
る
。
昨
(
十
九
)
日
百
集
し
た
協
議
に
お
い
て
、
台
北
市
兵
役
処
は
会
代

表
と
共
に
、
現
地
は
生
態
保
護
区
と
学
校
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
っ
道
路
も
狭

く
、
霊
骨
塔
建
設
に
は
賛
成
で
き
な
い
事
を
強
調
し
た
。
こ
れ
に
対
し
社
会
局

は
、
葬
儀
場
と
霊
骨
塔
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
環
境
破
壊
へ
の
影
響
は
小
さ

い
と
し
、
住
民
の
支
持
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

昨
日
の
会
議
の
議
長
で
あ
る
市
府
兵
役
処
副
処
長
の
楊
勝
雄
は
「
市
議
会
民

政
委
員
会
で
、
軍
人
公
墓
の
空
間
を
十
分
に
利
用
し
、
且
つ
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

土
地
を
社
会
局
に
移
し
て
霊
骨
塔
を
建
設
す
る
よ
う
兵
役
処
に
要
求
す
る
決
議
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の
た
め
、
昨
日
会
議
を
召
集
し
た
が
、
反
対
の
声
が
大
き
く
、
当
局
は
意
見
を

整
理
し
て
か
ら
ま
た
民
政
委
員
会
に
提
出
す
る
。
」
と
話
し
て
い
る
。

市
会
議
員
李
彦
秀
も
昨
日
議
場
に
お
い
て
軍
人
公
墓
の
霊
骨
塔
建
設
反
対
を

表
明
し
て
い
る
。
彼
女
は
「
軍
人
公
墓
の
周
辺
に
は
中
央
研
究
院
・
住
宅
区
が

あ
り
、
ま
た
生
撒
保
護
区
に
も
な
っ
て
い
て
、
多
種
の
原
生
動
植
物
が
存
在
し

て
い
る
か
ら
霊
骨
塔
建
設
に
は
適
さ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

社
会
局
は
会
議
中
、
霊
骨
塔
の
必
要
性
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
官

員
は
「
目
下
台
北
市
の
公
墓
施
設
は
す
で
に
飽
和
状
態
で
あ
り
、
直
ち
に
霊
骨

塔
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
。
軍
人
公
墓
の
空
間
と
条
件
は
需
要
に
合
致
し
、
台

北
市
の
寸
土
寸
金
の
状
況
下
に
お
い
て
討
議
の
対
象
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い

る
」
と
強
調
し
た
。

議
会
は
、
箪
人
公
墓
の
三
万
の
塔
の
空
間
の
う
ち
、
現
在
使
用
し
て
い
る
四

千
四
百
以
外
を
後
備
軍
人
及
び
そ
の
答
属
の
た
め
に
開
放
す
る
よ
う
要
求
す
る

決
議
を
し
た
が
、
楊
勝
雄
は
「
こ
の
決
議
は
内
政
部
よ
り
、
軍
人
公
墓
の
使
用

に
は
制
限
が
あ
り
、
後
備
軍
人
に
開
放
す
る
の
は
範
囲
が
大
き
す
ぎ
実
質
民
間

に
開
放
す
る
の
と
変
わ
ら
ず
違
法
で
あ
る
、

と
し
て
苦
決
さ
れ
た
」
と
話
し
て

い
る
。昨

日
会
議
に
出
席
し
た
中
華
技
術
学
院
の
代
表
も
「
学
校
付
近
五
百
メ
ー
ト

ル
の
範
囲
内
に
公
墓
を
置
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
市
政
府
は
軍
人
公
墓
の
霊

骨
塔
再
建
の
適
法
性
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
討
議
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

近
隣
の
住
宅
区
胡
適
庭
園
管
理
委
員
会
代
表
と
南
港
区
九
如
里
長
蘇
国
賢
も

「
当
地
住
民
は
市
府
が
軍
人
公
慕
に
霊
骨
塔
を
建
て
る
と
と
を
知
ら
さ
れ
て
お

ら
ず
、
市
政
府
が
こ
の
こ
と
を
隠
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
抗
議
す
る
一
と
話
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し
て
い
る
。

記
事
中
の
「
南
港
軍
人
公
墓
」
と
は
、
第
一
表
に
あ
っ
た
台
北
市
軍
人
公
基
の
こ

と
。
こ
こ
に
は
「
三
万
の
塔
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
写
真
⑥
に
あ
る
よ
う
な
納
骨

ロ
ッ
カ
ー
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
納
骨
さ
れ
て
い
る
の
は
一
五

%
程
度
の
四
四

O
Oで
あ
り
、
残
り
を
範
囲
を
広
げ
て
使
用
し
た
い
と
提
案
し
た

が
内
政
部
か
ら
断
ら
れ
た
と
い
う
。
内
政
部
は
、
軍
人
公
墓
を
管
理
し
て
い
る
中

央
機
関
で
あ
る
(
前
述
、
「
軍
人
公
墓
管
理
規
則
」
第
二
条
)
。

紛
争
は
、
台
北
市
政
府
が
、
一
般
墓
地
が
飽
和
状
態
で
あ
る
か
ら
、
軍
人
公
墓

の
一
部
を
市
政
府
社
会
局
に
移
管
し
、

一
般
住
民
用
の
霊
骨
塔
を
建
設
し
よ
う
と

賀
さ
れ
て
お
り
、

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
既
に
軍
人
公
墓
に
は
納
骨
の
た
め
の
ロ
ッ
カ
ー
が
設

そ
れ
に
は
反
対
し
て
い
な
い
が
、

一
般
用
の
逼
骨
塔
に
は
反
対

す
る
。
学
校
付
近
へ
の
設
置
は
、
既
に
軍
人
公
墓
が
あ
る
の
で
、
既
成
事
実
で
も

あ
る
。
軍
人
公
墓
の
空
間
も
都
市
化
の
中
で
有
効
活
用
し
た
い
市
政
府
と
、
墓
地

を
こ
れ
以
上
広
げ
ら
れ
る
の
に
抵
抗
を
示
す
住
民
と
の
紛
争
と
解
さ
れ
る
。
広
い

写真⑥ 国軍彰化忠霊塔の納骨室

意
味
で
は
、
軍

人
公
墓
が
、
学

校
の
近
く
な
ど

に
広
い
場
所
を

ト
白
め
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
抵

抗
感
が
存
在
し

て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

第
三
章

国
軍
示
範
公
墓

国
軍
示
範
公
墓
の
意
義

四

「
国
軍
示
範
公
墓
」
は
、
台
北
市
の
郊
外
、
車
で
ご
時
間
ほ
ど
走
っ
た
山
上
に

あ
る
(
写
真
⑦
)
。
五
指
山
と
い
う
。
こ
こ
も
土
葬
と
納
骨
堂
の
二
本
立
て
に
な

っ
て
い
る
が
、
本
来
土
葬
中
心
で
、
納
骨
堂
で
あ
る
「
国
軍
忠
霊
殿
」
は
昨
年
暮

三
月
に
調
査
し
た
時
に
は
、
わ
ず
か
一
名
し
か
納
ま
っ
て
い
な
か
っ

れ
完
成
し
、

た。士
紀
念
碑
」
(
高
さ
二

O
メ
l
ト

「
示
範
公
墓
」
の
意
義
は
、
墓
域
中
央
に
建
て
ら
れ
た
「
国
民
革
命
軍
陣
亡
将

ル
ほ
ど
か
)

の
足
下
に
設
置
さ
れ

て
い
た
「
国
軍
示
範
公
墓
哲
建

誌
」
が
説
明
し
て
い
る
。

国
軍
示
範
公
墓
篠
崎建
誌

人
類
の
歴
史
は
群
体
奮
闘
し

て
生
を
求
め
る
記
録
で
あ
る
。

し
か
る
に
国
家
の
主
権
及
び

切
の
建
設
さ
れ
た
成
果
の
安
全

維
護
は
、
最
後
に
は
武
力
の
保

衛
に
結
び
つ
く
。
ゆ
え
に
国
賊

の
難
の
た
び
に
必
ず
豪
傑
志
士

が
決
起
し
、

王
事
を
務
め
危
亡

国軍示範公墓写真⑦



を
救
い
、
自
ら
を
犠
牲
に
し
、
皆
の
生
存
発
展
を
謀
る
。
明
国
建
国
以
来
軍
閥

割
拠
し
賊
が
侵
入
し
共
産
党
が
捧
虐
し
、
国
運
危
う
き
事
往
昔
に
倍
た
り
。
こ

こ
に
お
い
て
我

領
袖
は
熱
血
青
年
を
召
集
し
、
国
民
革
命
軍
を
創
立
し
、
国

父
の
遺
志
を
貫
徹
し
、
三
民
主
義
を
実
行
し
、
内
は
統
一
を
求
め
、
外
は
侵
略

に
抗
い
、
東
征
北
伐
、
賊
の
討
伐
、
抗
日
、
臨
乱
諸
役
を
経
て
、
我
が
国
軍
将

士
は
、
悲
苦
憤
発
し
、
ま
す
ま
す
激
し
く
、
あ
る
者
は
全
て
を
国
に
棒
げ
、
あ

る
者
は
先
陣
の
功
を
樹
て
、
心
力
を
尽
く
し
、
血
を
流
し
、
職
に
お
い
て
は
よ

く
勤
め
、
戦
い
に
お
い
て
は
よ
く
戦
い
、
領
袖
の
子
弟
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
、

民
族
の
精
英
と
な
り
、
匡
時
を
策
功
し
、
滅
亡
か
ら
救
い
、
生
存
を
求
め
る
。

功
を
崇
え
、
烈
を
彰
か
に
し
、
国
に
常
典
あ
り
。
用
っ
て
英
霊
を
慰
め
、
こ
こ

に
到
る
。
国
防
部
は
総
統
の
徳
の
意
を
受
け
継
ぎ
、
大
金
を
投
じ
、
国
民
革
命

軍
陣
亡
将
士
紀
念
碑
・
忠
霊
塔
・
英
雄
塚
・
紀
念
堂
・
文
物
陳
列
館
及
び
長
期

使
用
に
供
す
る
軍
人
墓
園
を
建
設
し
た
。
台
北
市
郊
外
五
指
山
の
南
に
場
所
を

工
期
を
分
け
て
進
め
、
規
格
は
努
め
て
荘
厳
社
観
を
求
め
、
私
維
は
命

定
め
、

を
奉
っ
て
経
営
管
理
し
た
。
国
軍
先
烈
の
霊
を
慰
め
て
日
く
、
「
生
き
て
は
よ

く
志
を
奮
い
、
死
し
て
は
英
名
を
留
め
る
。
魂
は
そ
れ
散
ぜ
ず
、
長
く
戦
旗
の

傍
ら
に
あ
り
。
以
っ
て
中
興
を
佑
す
。
」
謹
ん
で
石
を
刻
み
以
っ
て
献
ず
。

聯
合
勤
務
総
司
令
/
陸
軍
二
級
上
将

中
華
民
国
七
十
一
年
三
月
二
十
九
日

蒋
維
国
(
印
)
謹
誌

「
中
華
民
国
七
十
一
年
」
は
、
一
九
八
二
年
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
非
常
に
興
味

深
い
説
明
文
で
、
人
類
史
か
ら
戦
争
と
軍
隊
の
評
価
を
行
う
。
「
我

領
袖
」
は

国
民
革
命
軍
の
創
設
を
孫
文
か
ら
依
頼
さ
れ
た
蒋
介
石
の
こ
と
だ
ろ
う
。
「
中
華

民
国
」
に
命
を
捧
げ
た
軍
人
た
ち
の
埋
葬
地
と
し
て
こ
こ
は
建
設
さ
れ
た
。
追
悼

文
学
部
論
集

第
八
七
号
(
二
O
O三
年
三
月

施
設
で
あ
る
「
忠
烈
嗣
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
示
範
公
墓
」
を
具
体
的
な
埋
葬
地

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

区
域
は
、

国
軍
示
範
公
墓
の
埋
葬
実
態

さ
ら
に
将
軍
と
、

2 

入
り
口
近
く
に
下
士
官
・
尉
官
、

そ
の
奥
に
佐
官
、

墓
域
が
分
け
ら
れ
て
い
る
(
写
真
⑥
)
。
山
で
あ
る
た
め
に
全
体
に
起
伏
が
あ
り
、

っ
た
。

階
級
に
よ
り
斜
面
の
上
か
下
か
と
い
う
区
別
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ

国
軍
忠
霊
塔
な
ど
の
納
骨
室
で
は
、
軍
人
一
人
の
納
骨
で
あ
っ
た
が
、
土
葬
を

し
て
い
る
示
範
公
墓
で
は
、
夫
婦
の
埋
葬
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
先
に
亡

く
な
っ
て
も
、
同
じ
墓
に
埋
葬
し
て
い
る
(
写
真
⑨
)
。
た
ま
た
ま
調
査
日
に
葬

儀
が
行
わ
れ
て
お
り
、
我
々
も
参
加
し
た
が
、
将
軍
が
先
に
亡
く
な
り
、
埋
葬
し

て
あ
る
隣
に
夫
人
の
埋
葬
を
し
て
い
た
。
葬
備
は
、
墓
の
あ
る
場
所
で
行
い
、
こ

墓
石
は

の
例
は
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式
で
あ
っ
た
。

地
面
に
埋
め

る
形
の
も
の

で
、
長
方
形

だ
っ
た
。
陪

級
、
氏
名
、

生
没
年
な
ど

が
刻
ま
れ
て

い
λω

。

国軍示範公墓・墓区配置図写真⑧
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戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓
地
と
追
悼
(
原
田
敬

官
、
下
層
が
尉
官
と
区
別
さ
れ
て
い
た
。

納
骨
堂
「
国
軍
忠
霊
殿
」
の
納
骨
ロ
ッ
カ
ー
は
、
最
上
階
が
将
軍
、
次
層
が
佐

結
び
に
か
え
て

「
中
華
民
国
」
と
い
う
「
国
家
」
は
、
追
悼
の
場
で
あ
る
「
忠
烈
嗣
」
と
、
埋

葬
の
場
で
あ
る
「
国
軍
忠
霊
塔
」
・
「
軍
人
公
墓
」
の
二
本
立
て
で
、
軍
人
の
死
者

葬
の
二
本
立
て
構
造
と
相
似
形
で
あ
る

に
対
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
前
日
本
国
家
が
持
っ
て
い
た
追
悼
と
埋

(第
2
図
)
。
東
ア
ジ
ア
型
国
家
追
悼
形

式
と
呼
ぶ
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

，』.，-、

み

J
J
I

日
本
の
場
合
は
、
追
悼
施
設
も
埋
葬
施
設
も
軍
H
陸
軍
・
海
軍
が
関
与

し
、
管
理
責
任
を
持
っ
て
い
た

が
、
戦
後
「
中
華
民
国
」
で
は

国軍示範公墓の墓標と埋葬

軍
が
関
与
し
、
管
理
責
任
を
持

つ
の
は
、
国
軍
示
範
公
墓
と
国

軍
忠
霊
塔
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
軍
人
公
墓
は
地
方
行
政
団
体

に
委
任
し
て
い
る
の
が
、
大
き

な
違
い
で
あ
る
。

ま
た
、
国
家
的
追
悼
の
場
と

写真⑨

し
て
は
、
戦
前
日
本
の
靖
国
神

社
、
戦
後
「
中
華
民
国
」
台
北

市
の
忠
烈
洞
が
対
応
し
、

い
ず

れ
も
軍
の
管
理
責
任
と
な
っ
て

い
る
。

ムノ、

二
つ
の
事
例
と
も
軍
が
直
接
関
与
す
る
場
合
を
こ
れ
だ
け
多
く
し
て
い
る
の
は
、

儀
礼
の
威
厳
を
維
持
す
る
た
め
の
方
策
で
は
な
い
か
。
台
北
市
の
「
国
軍
示
範
公

い
ろ
い
ろ
尋
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
係
員
の
軍
人
が
、
こ
こ
に
は
総
統
は

墓
」
で
、

来
な
い
、

追悼と埋葬第 2図

と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

埋葬

軍人公益一面訟~
」軍人公益

(戦後「中華民国j)

埋葬

開劃
4瞳婁基調島
種軍基動

(戦前日本)

追悼

樹齢

一
度
も
来
た
こ
と
が
な
い
の
か

彼
が
勤
務
し
て
い
る
こ
こ
数
年
来
た
こ
と
が
な

い
の
か

明
確
に
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
が

前
者
の
意
味
だ
と
思
っ
た
。
「
国
軍
示
範
公

墓
」
は
、
最
も
絡
の
尚
い
軍
用
墓
地
で
あ
り

多
く
の
軍
人
、
将
軍
か
ら
下
士
官
ま
で
が
、

d
?

く
は
夫
婦
で
埋
葬
さ
れ
て
い
る
が

や
は
り

「
埋
葬
地
」
で
あ
っ
て
、
追
悼
の
場
と
し
て
は

あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い

と
い
〉
つ
こ
と
に

な
ろ
う
。

し
か
し
、
「
台
北
市
軍
人
公
墓
管
理
作
業
要

点
L

の
分
析
で
示
し
た
よ
う
に
、
遺
族
に
と

っ

(注)・・ は、軍が関与している施般。

て
は
大
切
な
家
族
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

祭
杷
は
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

「
軍
人
公
墓
」
の
入
り
口
門
柱
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
追
悼
の
文
、
一
口
で
あ
る
。

同
家
と
民
衆
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
に
、
戦
没

者
の
追
悼
問
題
は
存
在
し
て
い
る
。



〔注〕
(
l
)

こ
れ
ら
の
調
査
や
制
度
史
に
つ
い
て
筆
者
の
ま
と
め
た
も
の
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

A

「
万
骨
枯
る
」
空
間
の
形
成
|
|
陸
軍
基
地
の
制
度
と
実
態
を
中
心
に

ー
悌
教
大
学
『
文
学
部
論
集
』
第
八
二
号
、
一
九
九
八
年
一
二
月

B

陸
海
軍
基
地
制
度
考
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
編
『
近
世
近
代

の
地
域
と
権
力
』
所
収
、
清
文
堂
、
一
九
九
八
年
一
二
月

C

箪
隊
と
戦
争
の
記
憶
|
|
日
本
に
お
け
る
軍
用
墓
地
を
素
材
と
し
て
|

『
傍
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
七
号
、
二

O
O
O年
三
月

D

公
的
追
悼
空
間
論
1

1
戦
没
者
問
題
を
め
ぐ
っ
て
|
|
『
新
し
い
歴
史

学
の
た
め
に
』
第
二
三
八
号
、
二

O
O
O年
六
月

E

軍
用
墓
地
と
臼
本
の
近
代
大
阪
歴
史
学
会
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
一
七
一

号
、
二

0
0
0年
九
月

F

大
英
帝
国
の
戦
争
博
物
館
・
墓
地
・
追
悼
碑
|
『
悌
教
大
学
総

合
研
究
所
紀
要
』
第
八
号
、
ニ

O
O
一
年
一
二
月

G

軍
用
墓
地
の
戦
後
史
1

1
変
容
と
維
持
を
め
ぐ
っ
て
|
|
『
文
学
部
論

集
』
第
八
六
号
、
こ

O
O
二
年
三
月

H

誰
が
追
悼
で
き
る
の
か
l
l
靖
国
神
社
と
戦
没
者
追
悼
l
|
『
季
刊
戦

争
責
任
研
究
』
第
三
六
号
、
二

O
O二
年
六
月

(2)

本
稿
を
準
備
し
た
現
地
調
査
は
、
二

O
O二
年
二
月
二
八
日
か
ら
三
月
三

日
に
か
け
て
行
っ
た
。
調
査
協
力
者
は
、
い
ず
れ
も
中
国
史
専
攻
の
桐
本
順

功
氏
(
当
時
悌
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
二
回
生
)
、
黄
栄
昌

氏
(
同
博
士
課
程
三
回
全
)
の
二
名
。
な
お
本
稿
で
使
用
し
た
中
国
文
の
翻

訳
も
、
桐
本
願
功
氏
(
現
史
学
科
資
料
室
員
)
に
依
頼
し
て
行
っ
た
。

(
3
)

伊
丹
門
匂
一
¥
¥
者
宅
建

-Rの
m-mc〈・ワ司

(
4
)
E
G
二¥門即日

dgロ・
4司ロロ・円。
5
・7
ミ

σ印
¥F45-Bロ
¥}M452巾ロ
'
H
-
岳
片
岡
出
}

(
5
)

宮
仲
間
}
一
¥
¥
者
巧
者
・

5
0
R
m。
〈
・
宣
之
『
H
M
N同
)
印
刷
町
内

w
n
m
t
w
Z
J「
司
〉
の
阿
川
門
『
白
4
巳
l
H

}
回
同
自

h
W
8
2
E
H
H
Z

宮
丹
匂
い
¥
¥
円
吉
ロ
・

8
5
¥ロ
ロ
ミ
。

-rσl-EZ-zs-

(6) 

文
学
部
論
集

第
八
七
号
(
二

O
O二
一
年
三
月
)

(
付
記
〕
本
稿
は
、
備
教
大
学
二

0
0
0年
度
特
別
研
究
助
成
費
に
よ
る
史
料
収
集

と
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
と
し
た
い
。

(
は
ら
だ

史
学
科
)

け
い
い
ち

二
O
O
二
年
十
月
十
六
日
受
理

七




